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全
国
屈
指
の
臨
採
者
を
か
か
え
る
埼
玉
県
。
病
休
・
休
職
、
産
休
・
育
休
等
の
代
替
と
し

て
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
方
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
本
来
正
規
で
雇
う
べ
き
教
員
を
臨
採
者
で

ま
か
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
埼
教
組
は
、
臨
採
者
問
題
を
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
臨
採
者
問
題
を
考
え
て
み
ま
す
。

埼
玉
県
の
小
中
学
校
の
定

数
に
対
す
る
正
規
教
員
の
割

合
は
八
八
・
〇
％
で
す
。
臨

時
的
任
用
教
員
率
で
は
、
関

東
で
は
一
番
、
全
国
で
は
四

番
で
す
。
東
京
都
は
正
規
教

員
の
割
合
が
一
〇
〇
・
四

％
、
定
数
を
上
回
る
教
員
を

正
規
で
雇
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
ち
な
み

に
、
神
奈
川
県
は
九
二
・
七

を
考
え
る
こ
と
も
困
難
を
極

め
ま
し
た
。
Ａ
小
学
校
の
先

生
は
、
「
い
く
ら
臨
採
の
な

り
手
が
い
な
い
と
言
っ
て

も
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
。
今

年
度
の
臨
採
者
が
、
ま
た
一

年
で
退
職
な
の
か
。
こ
れ
で

学
校
が
正
常
に
回
っ
て
い
く

の
か
疑
問
に
な
っ
て
く
る
。

臨
採
の
な
り
手
が
い
な
い
の

な
ら
、
せ
め
て
複
数
年
の
継

続
勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
」
と
言
っ
て
い

起
こ
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
Ａ
小
学
校
は
、
昨
年

末
に
臨
採
者
四
名
が
退
職
。
病

休
の
先
生
の
代
替
も
あ
り
、
現

在
は
臨
採
者
が
六
名
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
担
任
を

す
る
の
が
初
め
て
の
方
が
五

名
。
ほ
か
に
、
新
採
用
者
が
二

名
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

一
、
二
年
生
の
担
任
に
は
、
昨

年
度
の
低
学
年
担
任
が
一
人
し

か
残
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
他
の
学
年
構
成

集
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

％
、
千
葉
県
は
九
四
・
一
％

で
す
。
（
平
成
二
三
年
度
・

文
科
省
調
べ
）

こ
こ
一
～
二
年
、
学
校
の

ブ
ラ
ッ
ク
な
働
か
せ
方
が
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
民
間
は
働
き
手

を
確
保
す
る
の
が
難
し
い

「
売
り
手
市
場
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
然
、
不
安
定

で
ブ
ラ
ッ
ク
な
学
校
に
人
が

共済 ミミより情報

「総合共済は他にない制度」
～11人を加入させた管理職

～

５月７日に、職場の１１人を共済加入させた管理

職の学校へ北村運営委員長が職場賞６つを届けてき

ました。管理職は、「総合共済は他にはない全教共

済ならではの制度」、「自転車保険義務化に対応し

ているくらしの賠償責任共済についても職員全員に

話している。」と、話してくれたと言うことです。

管理職も勧める共済です。詳しくは、近くの越教

組組合員にお声かけいただくか、「埼教組共済」で

ま
す
。

■

臨
時
的
任
用
者
の

年
齢
制
限
撤
廃

二
〇
一
五
年
度
、
年
齢
を
理

由
に
し
た
雇
用
制
限
を
撤
廃
す

る
よ
う
埼
教
連
（
埼
教
組
、
埼

高
教
）
及
び
埼
教
組
と
し
て
県

教
委
に
改
善
を
求
め
、
年
齢
制

さ
ら
に
、
埼
玉
で
は
、
退

職
教
員
の
補
充
な
ど
を
臨
時

的
任
用
教
員
で
補
い
、
臨
採

者
の
割
合
が
過
度
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
臨

採
者
を
必
要
と
し
て
い
な
が

ら
、
そ
の
な
り
手
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状

は
、
学
校

運
営
面
や

教
育
内
容

の
質
の
維

持
・
向
上

に
問
題
を

限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

二

〇
一
七
年
度
、
六
〇
歳
を
超
え

て
臨
時
採
用
教
員
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
小
学
校
八
一
名
、
中

学
校
二
四
名
の
計
一
〇
五
名
で

す
。
前
年
度
よ
り
四
七
名
の
増

加
で
し
た
。
今
後
、
未
配
置･

未
補
充
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い

く
と
り
く
み
が
重
要
で
す
。

■

臨
時
的
任
用
者
の

同
一
校
三
年
継
続

こ
れ
ま
で
臨
時
的
任
用
者
の

同
一
校
継
続
を
、
法
で
認
め
る

最
大
限
の
三
年
ま
で
継
続
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
の
障
教
部
の
交

渉
で
は
、
特
別
支
援
学
級
に
限

り
広
が
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は

七
〇
名
の
継
続
が
あ
り
ま
し

た
。
各
教
育
事
務
所
か
ら
の
申

請
が
全
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
一
校
二
年
継
続
に

つ
い
て
も
、
各
事
務
所
か
ら
の

申
請
は
す
べ
て
が
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
。
越
谷
市
で
は
、
申
請

三
五
件
の
う
ち
許
可
が
一
九
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
教
委
の

判
断
と
し
て
、
県
に
申
請
し
な

か
っ
た
も
の
が
一
六
件
あ
っ
た

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

別
支
援
学
級
に
限
れ
ば
一
五
件

の
申
請
に
一
三
件
許
可
で
す
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
許
可
さ
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

■

年
休
の
繰
り
越
し

こ
れ
ま
で
「
空
白
の
一
日
」

が
あ
る
こ
と
で
、
四
月
一
日
に

再
度
任
用
さ
れ
て
も
年
休
を
繰

り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
七
・
四
通
知
」
に
は

「
（
前
略
）
労
働
期
間
の
終
期

と
始
期
の
間
に
短
時
日
の
間
隔

を
置
い
て
い
る
と
し
て
も
、
必

ず
し
も
当
然
に
継
続
勤
務
が
中

断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
勤
務
が
継
続
し
て
い
る
と

み
な
し
、
年
休
の
繰
り
越
し
を

可
能
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
交
渉
の
結
果
、
二
〇
一
六

年
度
採
用
の
臨
時
的
任
用
者
か

ら
年
休
の
繰
り
越
し
を
可
能
と

さ
せ
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
度

末
か
ら
、
神
奈
川
県
、
京
都

府
、
京
都
市
、
神
戸
市
で
は

「
空
白
の
一
日
」
そ
の
も
の
を

を
解
消
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験

に
学
び
、
取
り
組
み
を
強
め
て

越谷市の臨採者数（Ｈ30.5．1現在） ８５名
内訳 （教諭・助教諭・講師 ６３名

学栄２名 養教６名 事務１４名）


